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国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
70
歳
以
上
の

人
に
は「
高
齢
受
給
者
証
」を
交
付
し
て
い

ま
す
。
現
在
交
付
中
の
受
給
者
証
の
有
効

期
限
は
７
月
31
日
ま
で
で
す
。
新
し
い
受

給
者
証
は
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
８

月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
で
受
診
さ
れ
る

と
き
は
必
ず
新
し
い
受
給
者
証
を
そ
の
窓

口
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　　　
70
歳
未
満
の
人
工
透
析
治
療
を
受
け
て

い
る
人
に
交
付
中
の
「
特
定
疾
病
療
養
受

療
証
」
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
ま
で
で

す
。
新
し
い
受
療
証
は
７
月
下
旬
に
郵
送

し
ま
す
。
８
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
で

受
診
す
る
と
き
は
必
ず
新
し
い
受
療
証
を

そ
の
窓
口
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ
　
市
民
課
保
険
年
金
係
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０

　　
総
会
に
先
立
ち
開
催
さ
れ
た
地
方
行
政

等
分
科
会
に
お
い
て
末
岡
市
長
は
委
員
長

に
選
出
さ
れ
、
地
方
行
政
を
巡
る
諸
問
題

に
つ
い
て
全
国
の
市
長
や
総
務
省
の
担
当

者
と
熱
心
に
議
論
や
意
見
交
換
を
行
な
い
、

そ
の
内
容
を
翌
日
の
総
会
に
お
い
て
委
員

会
を
代
表
し
報
告
し
ま
し
た
。

　
調
査
研
究
の
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
四

委
員
会
の
う
ち
、
末
岡
市
長
は
昨
年
に
引
き

続
き
財
政
委
員
会
の
副
委
員
長
に
就
任
し

ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、
地
方
財
政
制
度
や

地
方
税
制
等
の
調
査
研
究
を
行
い
ま
す
。

　　
全
国
市
長
会
は
、
全
国
の
市
長
に
よ
り

組
織
さ
れ
て
い
る
団
体
で
、
地
方
自
治
の

発
展
を
目
的
に
、
中
央
と
地
方
の
連
絡
調

整
や
行
財
政
に
関
す
る
調
査
研
究
、
内
閣

や
国
会
へ
の
意
見
書
の
提
出
等
の
諸
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、末
岡
市
長
は
昨
年
５
月
よ
り
、山

口
県
市
長
会
会
長
に
就
任
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
　
秘
書
広
報
課
秘
書
係
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国
等
に
対
す
る
要
望
事
項
な
ど
、
各
地

域
支
部
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
の
ほ
か
、

地
方
分
権
改
革
の
推
進
、
都
市
税
財
源
の

充
実
強
化
、
医
療
制
度
改
革
お
よ
び
医
師

確
保
対
策
、
道
路
整
備
財
源
の
確
保
な
ど

の
決
議
案
を
審
議
し
、
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　　
６
月
３
日

・
４
日

、
全
国
市
長
会

（
会
長
・
佐
竹
敬
久
秋
田
市
長
）に
よ
る「
第

78
回
全
国
市
長
会
議
」が
、８
０
６
市
の
首

長
の
参
加
の
も
と
都
内
で
開
催
さ
れ
、
末

岡
市
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
　
会

末
岡
市
長
　「
地
方
行
政
等
分
科
会
」
委
員
長

　
　
　
　
　「
財
政
委
員
会
」             

副
委
員
長
に
就
任

財
政
委
員
会

第
78
回
全
国
市
長
会
議
が
開
催
さ
れ
る

　　　　
70
歳
未
満
の
人
が
医
療
機
関
に
入
院
し

た
と
き
に「
限
度
額
適
用
認
定
証
」を
提
示

す
る
と
、
医
療
機
関
で
の
支
払
い
額
が
自

己
負
担
限
度
額
（
世
帯
の
所
得
に
よ
り
額

が
変
わ
り
ま
す
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
が「
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
を
提
示
す
る
と
、
限
度

額
適
用
に
加
え
て
食
事
代
や
居
住
費
が
減
額

さ
れ
ま
す
。認
定
日
は
申
請
月
の
初
日
か
ら

で
、
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
交
付
中
の
認
定
証
の
有
効

期
限
は
７
月
31
日
ま
で
で
す
。
更
新
が
必

要
な
人
は
８
月
１
日
以
降（
入
院
中
の
場
合

は
８
月
末
ま
で
）
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
場
合
は
、｢

限

度
額
適
用
認
定
証｣

を
交
付
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

●
申
請
場
所
　
市
民
課
保
険
年
金
係
、
大

和
支
所
　
※
各
出
張
所
で
も
申
請
で
き
ま

す
が
、
認
定
証
は
後
日
郵
送
し
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の
　
保
険
証
、
印
鑑
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
で
認
定
日
以
降

の
入
院
日
数
が
過
去
12
か
月
で
91
日
以
上

あ
る
場
合
は
、
そ
の
こ
と
が
証
明
で
き
る

書
類
（
領
収
書
等
）

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

　
　
　
　
の
申
請
（
更
新
）
に
つ
い
て

「
高
齢
受
給
者
証
」
の
更
新
に
つ
い
て

「
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
」
の

                               
更
新
に
つ
い
て


